
　クリーニングは、消費者の目の前で行われないサービスのため、トラブルが起きても原因の特
定が難しく、解決が困難な場合も少なくありません。
　トラブルに遭わないために、クリーニングを利用するときは、ポケットの中やボタンの欠落、付属品
の有無、品質表示の注意点などを確かめてから出しましょう。また、預けるときと受け取るときに、お

店の人と一緒に衣類の状態を確認しましょう。もし受け取り時に異常があ
れば、その場でお店に申し出ましょう。
　最近は、インターネットで申し込んだ後、利用者が自分で梱包して、宅
配業者が集荷・配送を行う「ネット宅配型クリーニングサービス」がありま
す。便利なサービスですが、店舗を構えるクリーニング店とは違い、利用
者とクリーニング業者が直接対面しないためトラブルも多く発生してい
ます。ネット宅配型クリーニングを利用するときは、事業者のサービス提
供内容や困ったときの連絡先などを事前に調べておくことが大切です。

クリーニングトラブルに遭
あ

わないためには、
いろいろ注意が必要です今回のポイント
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いつだって好奇心　手を伸ばせばそこに本
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　空に見立てた水色エプロンを着けた、ボランティ
ア『そらいろえぷろん』さんが、「今日のお天気は？」
と子どもたちに尋ねるところから、お話会が始まり
ます。昨年度は、
3歳児が22冊、
4歳児が29冊、
5歳児が25冊
の絵本に出会う
ことができまし
た。また、春のお
話会（こんにち
はお話会）や冬
のお話会（さよ
うならお話会）では、パネルシアターや仕掛け絵本、
人形劇などをみんなで楽しみました。手作りのぬく
もりが伝わる素敵な絵本や人形に触

ふ
れ、子どもも大

人もお話の世界に浸りながら、笑顔あふれるひとと
きを過ごしています。

　毎月、図書館から届けられる「わくわくBOX」
を、子どもたちも保育士も「どんなおはなし入っ
ているのかな」と心待ちにしています。保育士が

わくわくBOX
の中から絵本
を手にすると、
子どもたちは
保育士のそば
に集まってき
ます。子どもた
ちは絵本が大
好きで、きらき
らした目をよ

り輝かせ、絵本を食い入るように見ています。
ページをめくると、ワクワクやドキドキ、驚き、
発見の連続です。絵本を通して子どもたちに豊
かな感性や表現力を育み、道徳性の芽生えを
培
つちか

っていきたいです。

立入が丘幼稚園 ひなぎくこども園

「豊かな心の育ちを願って」 「待ち遠しいな わくわくBOX」
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